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あらまし：双方向授業は学習効果と学びの深化という点で効果が高いが，講義での知識を伝える時間が

減るというデメリットがある．演者らは、双方向授業支援システムと e ラーニングおよび小テスト付き

レポート作成により教育効果の向上を目指した，本発表では、複数の教員の連携による教育方法の運用

方法と合わせて、授業と自習の連携方法について報告する．
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1. はじめに
酪農学園大学ではクリッカー型の双方向授業シス

テム， e ラーニング LMSおよび Webでのレポート

返却システムの試行的利用を重ね，教育システム開

発とは関わりの低い一般教員に利用範囲が拡大する

状況になっている． 一般教員への拡大にあたって

は，利用開始時の障壁を低くするとともに，利用目

的・方法についての試行とその情報共有が重要な段

階でもある．本研究では これらのシステムについ

て 大学内の広い範囲の教員 が システムを 利用でき

る体制の整備と，それぞれの教員がシステムを利用

した目的および方法を報告する．

2. 対象とする教育支援システム
教育支援システムとしては，表 1 に示す 2 種のシ

ステムを対象とした．といかけ君と飛ぶノート出雲

は酪農学園大学で開発され，民間会社が製品として

販売している．といかけ君はスマートフォンを利用

するクリッカー類似の双方向授業支援システムで，

学生の回答を自動分類してその場で採点し，個人別

に成績を通知できることを特徴とする．飛ぶノート

出雲は，手書きのレポート内に印刷されたマークシ

ートに基づいて，提出者個々に Web 上でレポート

を返却するシステムである．

表 1 本研究で対象とする教育支援システム

教育システム 機能・分類 提供形態

といかけ君 双方向授業支援 クラウドサーバー

飛 ぶ ノ ー ト 出 雲

(Moodle)
手 書 き レ ポ ー ト

Web 返却

学内サーバー・ス

キャナー

3. 利用体制の準備
2 つのシステムについて，一般の教員が特段の準

備を必要とせず実施できるよう準備を行った．

3.1 といかけ君

といかけ君(図 1)を利用するための準備は，学生

用スマートフォンの機種選定，学内 LAN への接続，

サーバーのセキュリティー要件への対応およびマニ

ュアルの整備等多岐について行った．その際，受講

者全員に回答保証を整備することも目標とした．

2017 年に実施されたクラウドサーバーへの接続

試験の結果から，受講生はキャリア回線でといかけ

君サーバーに接続した．回答保証のため，予備スマ

ートフォンも用意された．これらの準備を行うこと

により，教員は特段の準備なくといかけ君の利用を

開始できるようになった．

図 1  といかけ君の概要

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

C4-1 

― 301 ―



3.2 飛ぶノート出雲(Moodle)
手書きレポートを Web 上で返却するための飛ぶ

ノート出雲については，学生が塗りつぶすマークシ

ートの認識データに基づいて，提出学生を特定して

専用 Web スペースに返却する．学生の個人別 Web
スペースには，全科目のレポートが返却されるため，

レポートについてのポートフォリオが実現される．

レポート用紙は，基本のマークシート欄と所属氏名

欄を除いては個々の教員がデザインを決めることが

できる．スキャンとスキャン結果の登録は教員が行

うこととなっている．学生の閲覧は，酪農学園大学

の教育系ポータルの UNIPA か標準 LMS である

Moodle からログインして閲覧する方法がとられて

いる．これらの設置，管理およびマニュアル類の整

備は教育センターの教務 1 課が担当している．その

ため，飛ぶノートの利用環境整備は，教育センター

から教員への告知を通じて行われた．

4. 実際の利用

4.1 といかけ君
といかけ君のライセンス形態は，50人１ヶ月3980

円という設定である．受講者 200 人の講義を半期利

用すると講義当たりの負担が大きくなるため，開講

日，時間帯の異なる複数の講義でライセンスを共有

した(図 2)．

図 2 といかけ君の共有設定画面

講義での利用では、学生が 1 問目でログイン後，

教員画面に表示される回答番号欄で回答の登録を確

認することができる(図 3)．といかけ君での講義で

の利用では，アクセスが集中した場合のスマートフ

ォンのフリーズが散見されたが，再ログインで解決

するため，全員回答を義務付けることができた．

利用教員の提示した設問の一例を示す．

表 といかけ君で利用された設問の例

教員 設問 設問の意図
遠藤 10Gy 全身照射された場

合の影響

学習した多数の

項目から可能な

変化を抽出する

高橋 知的好奇心のための動物

実験に対する意見

説明前後の受講

者の意見の変化

を確認する

森田 前搾り乳を採り、乳房炎

を発見する道具の名称

学習した知識の

確認

小糸 複利計算を理解するため

の 1＋利子率の計算

学習した知識の

応用能力の確認

設問は下記のパターンに分類された。

1 単純に知識を確認する

2 講義での説明を元にして，講義とは異なる側面

を問う

3 講義のテーマに関し学生の変化を確認する

出題はプリントまたは口頭で提示された．設問は

講義前に作成される場合が多いが，回答は単語でも

可能なため，学生の理解度に応じて講義中に作成さ

れる場合もあった．講義では、しばしば講義計画通

りに理解が進まない場合があるため，即興で作成さ

れる設問は理解の推進に有効性を示した．

4.2 飛ぶノート出雲(Moodle)
飛ぶノート出雲は，教員が飛ぶノート用シートに

レポートをデザインして学生に記入させる形式で利

用された．デザイン例を図 3 に示す．

図 3 飛ぶノート出雲のデザイン例

自由度の高さと教員の手間の少なさから，飛ぶノ

ートの利用件数は増加傾向にある(図 4)．2018 年度

から小テストへのサポートも実現したため，今後，

利用のさらなる拡大が予想される．

図 4 飛ぶノート出雲の利用件数

5. まとめ
教員の自由度の高さ，準備の手間の少なさと学生

の回答を保証することにより，利用率の高いシステ

ムが実現した．
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